
高井戸小学校 4月22日18:30～ 学校運営協議会第1回議事録                     

○自己紹介（各委員から） 

○委嘱状の伝達 

○会長の選任と会長代理の指名（内藤英夫会長、鬼澤会長代理に決定） 

○会長挨拶 

CSは地域と学校がつながるもの。一日もはやく正常にもどし地域活動してお手伝いしたい。 

○校長挨拶・今年度の学校経営方針等について 

・令和３年度教育計画についての説明。本校は２６学級。６０名近く教職員がいる。組織を固め、主任会や若手研修な

どを意図的に計画して経営していく。管理職は傾聴していく。学年等の教育活動を CS でも見て頂きたい。学年内で担

当教科を決めている。教材研究などを共有できるようにした。杉並区では、「学校の学びを止めない」という方針。ガイ

ドラインをもとに、教育活動を進めている。感染症対策をしっかりと行い、教育活動を行っていく。見直しもしている。

１、２年は１学期に遠足を実施の予定。３年以上の社会科見学は２日間に分けて実施予定。運動会も計画を変え「スポ

ーツフェスティバル」とし、各学年「表現」「競技」の２つを実施予定。見るのは、次の学年のみ。他の学年は映像でみ

る。該当学年の保護者のみ校庭で見ることができる。入れ替え制を考えている。引き取り訓練は土曜日に実施。人を分

散させて、教育活動をどのように行うかを考えている。生活時程を大幅に変更。検温等もあるので、登校時刻と教職員

の出勤時刻、掃除の時間帯を変更した。当番制にし、当番も地区等を配慮している。コロナ禍でも子供たちは順応して

きている。全校朝会はオンラインで実施。算数のデジタル教材を使用予定。IDを配布し５月中にタブレットPC等につ

いても対応していく予定。御協力をお願いします。 

会長：教育に関する方針、新しいシステムを作っている。工場の見学もオンラインでできないかと考えている。 

〇質疑等 

会長：CSも変わっていかなければならない。学校の改革を知りながら、協力していきたい。 

奥田：工場は、１クラスごととかでいけないのか。 

会長：関わることが難しいのでオンラインで実施することを考えている。 

高野：工場の運営協議会も中止している。1クラスだけでも密になる。 

内藤博：東京都から、外部見学中止の通達がでているため、どうしようもない。 

奥田：ICT教育は進んでいますか？ 

校長：遅れていると感じている。６月ぐらいには変わるのでは。学習用デジタル教材を使えるようにしたい。 

青木：情報漏れがあるため、慎重になっていると思う。 

奥田：うまくいっている区もある。 

蘆塚：セキュリティの準備が整ってないということなのか。他ではできているところもある。 

青木：自治体独自だから、一律に同じではない。私立は進められるが公立はできないというのもある。ICTを進めてほ

しい。 

鬼澤：区の個人情報に関する条例が関わっていると、それを改正するためには区議会の議決が必要である。区議会でも

議論をしてほしい旨を学校やCSも言っていく必要があるのではないかと思う。 

校長：１学期中には学校として整えていく。TBを持ち帰り、復習や宿題などができるようにする必要がある。 

鬼澤：高井戸小だけではなく、杉並区内の小中学校全体の問題でもある。 

〇情報交換 

高野：区民センターの各事業は中止になっている。町会も活動ができない状況。 

内藤博：町会の回覧もストップしている。各自がそれぞれ活動している。必要最小限の活動は行っている。消防祭りも

中止。ちびっこ盆踊りも中止の方向で考えている。ラジオ体操も中止の方向で考えている。 

青木：学校支援本部通信「ソラシド通信」について。昨年度の活動についての報告である。 

小林：PTA委員総会を実施予定。他のものはgoogleフォームで行うようになるのかもしれない。 

〇次回は５月２０日（木）１８：００～安全点検を実施予定。６月は６月２４日（木）１８：３０～の予定。 


